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平成２３年度(第２１期)事業計画 
平成２３年４月 １日から 
平成２４年３月３１日まで 

 

[Ⅰ.活動方針] 
（新年度を迎えるに際し活動方針として） 

  冷え込む日本経済の影響は続き、当連盟でも会員・スポンサーの減少が予想されるが、本部・

支部間が今まで以上に連携をとり、現状を打破することを心がける。まずは事業計画をもと

に各委員会が活動目標を達成し適切な予算管理を心がけることを最重要課題とする。また支

部・ゴルフ関連団体との連携を深め、新規事業の開拓にも積極的にチャレンジする。公益法

人制度改革への準備としてＪＧＲＡの５年後１０年後のビジョンを描き、進むべき方向、組

織体制の確立を推進する。以上設立２０周年を迎える本年を飛躍の年としたい。 
  

[Ⅱ.総務部] （定款第４条１,４項） 

  １．調査・研究担当 
利用者ニーズ、事故対策や安全基準等の調査研究及び苦情処理、その他業務を行う。 

     ①ゴルファー人口の調査をし、取りまとめたデータを提供する。 
②固定資産税・相続税等、土地に関する租税負担状況調査、ゴルフ練習場の災害保険 
 の研究等を行う。 
③公益法人制度改革に関しての調査・研究活動を行う。 

  ２．安全基準担当 
     ①ゴルフ練習場に場内対策・災害対策のツールを作成し、取り付ける。 

②練習場の施設安全基準等の呼びかけ方法、ネットワークの構築についての研究を 
行う。盗難防止等の呼びかけ方法の研究を行う。 

     ③保険関係の研究を行う。 
   

[Ⅲ.渉外・広報部]（定款第４条５,６項） 
会員相互の交流や関係団体との協力活動を通して国民の健康福祉に役立つ情報等を収集し 
提供することにより社会に貢献する。 

１．組織強化、交流協力等対外事業担当 
①本部、支部間とのコミュニケーションを活発に行い会員メリットの付加価値を 
創造する。支部主催の事業、イベントなどを全日本として奨励し組織強化を図る。 

 ②他団体との交流活動を行う 
Ⅰ）（社）日本ゴルフ用品協会主催イベントの後援を行う。 

  Ⅱ）ジャパンゴルフフェア２０１２ 
平成２４年２月１７日（金）～１９日（日） 於東京ビックサイト 



  Ⅲ）チャリティー試打会 年２回 
（４月２日（土）大阪府・４月２３日（土）愛知県） 

Ⅳ）ゴルフ祭 年２回（６月・９月） 
      ③各種団体競技関連の後援、身障者ゴルフへの積極的な推進。 

Ⅰ）日本ゴルフサミット会議（ゴルフ１６団体）等と互助連携を密にしゴルフ関連 
  の税制及び固定資産税等諸制度の軽減、改正等の運動を継続実施していく。 
Ⅱ）５団体ゴルフ市場活性化委員会（ＧＭＡＣ）の一翼を担い、経済産業省の指導

のもとゴルフ業界の発展の為、他団体と協調し積極的な活動を行う。 
 Ⅲ）日本ジュニアゴルファー育成協議会（ＪＧＣ）への積極的な強力支援を行う。 

  ２．ゴルフ練習場経営研究担当 
ゴルフ練習場経営についての研究活動を取りまとめ、会員・支部への情報提供をして

いく。また、セミナーの開催に協力する。 

３．広報担当 

      会員とのコミュニケーションをより以上に図る為に、関係団体と密接な関係を保ち、 
情報収集を行い、会員にメリットを提供する。 
①会報誌の発行年２回、事務局だより毎月発行。 
②ホームページの内容充実、フォローを図る。 
③設立２０周年記念行事に向けての活動準備を行う。    

４．社会貢献活動担当 

環境問題、温暖化対策、募金活動など社会貢献に繋がる活動を積極的に行う。 

５．ジュニア育成担当 

①日本ジュニアゴルファー育成協議会（ＪＧＣ）との連携プレーをより強化する。 
     ②ジュニアゴルファー検定制度の普及 
         Ⅰ）ゴルフトーナメントと連動したジュニアゴルファー検定会の開催。 

Ⅱ）検定委員認定講習会・事業場認定会を推進。 
Ⅲ）各支部との連携を深め、検定会の普及を推進する。 
Ⅳ）検定制度級取得者による競技大会を実施する。 

③ジュニアゴルファー登録制度の普及、整備、充実。 
ジュニアゴルファー協力練習場の普及。 
ジュニア登録 平成２１年度 平成２２年度 平成２３年度目標 
登録場数 ８８場 ７９場 ８５場 
登録人員 ６，９９４名 ７,５８０ ８，０００名 

④ジュニア育成の情報を収集し、取りまとめた情報を支部・会員に提供し役立てる。 
⑤ジュニアゴルファー育成サポートセミナーの開催。 
 
 
 
 



[Ⅳ.事業部]（定款第４条２,３項） 
  人材育成、研修会、セミナー等を実施し､健全な振興を通じて業界活性化発展に寄与する 

ことを目的に推進する。 

１．事業推進担当 
①フェア 

         昨年同様に本年も（社）日本ゴルフ用品協会主催の「ジャパンゴルフフェア 2012」 
の中に練習場関連業者を集合した「練習場関連コーナー」を主催し、情報提供及 
び機器の展示を行う。 

  開催日 平成２４年２月１７日（金）～１９日（日）３日間 
  場 所 東京ビッグサイト商業棟 

       ②セミナー 
       ＪＧＲＡ主催だけではなくゴルフ関連団体と協力しセミナーを実施する。 
      ③ゴルフ練習場視察会の実施 

④共同購入、斡旋事業の拡大 
会員及び顧客にとってメリットのある共同購入及び斡旋に関する事業の推進を 
図る。 

⑤スポンサー制度の設立 
           ⑥新規事業の開拓 

会員メリットのある新規事業を模索し、実現を図る。 

   ２．指導担当 
       ①競技会開催。 
       研修生の技術と質の向上を図る為、（社）全日本ゴルフ練習場連盟研修会会員選抜 
             大会を開催する｡ 

また、後援団体と協力し、より魅力ある競技会の向上を図る。 
Ⅰ）第５１回（社）全日本ゴルフ練習場連盟研修会会員選抜大会(関東支部主管) 

開 催 日：平成２３年４月１９日（火） 
場 所：那須野ケ原カントリークラブ（栃木県大田原市） 
協 賛：ＳＲＩスポーツ㈱、ブリヂストンスポーツ㈱ 計２社 
特別協力：(社)日本プロゴルフ協会 

Ⅱ）第５２回（社）全日本ゴルフ練習場連盟研修会会員選抜大会（関西支部主管）

開 催 日：平成２３年１０月１４日（金） 
場 所：小野グランドカントリークラブ（兵庫県小野市） 
協 賛：ブリヂストンスポーツ㈱、ＳＲＩスポーツ㈱ 計２社 
特別協力：(社)日本プロゴルフ協会 

 ②第６回優秀経営・管理者＆指導者表彰制度の実施 
ゴルフ練習場で働く優秀な人材を発掘し表彰する。 
協  賛：株式会社伊藤園 

 
 



      ３．資格認定担当 
ＰＧＡ、ＬＰＧＡとの連携により「JGRA プロフェッショナル」資格認定制度を 
実施し、会員研修生の付加価値向上（身分保障、既得権等）を図る。 
 

 [Ⅴ.会計] 

会計担当 
１．適正なる予算管理、資産運用についての進捗状況を把握し適正な会計を行う。 
２．本部事務局の効率アップと経費削減を図る。 

 


